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1．はじめに
　普段、我々が利用する水道水は衛生面への配慮から
塩素処理がなされており、水道蛇口における残留塩素
濃度を 0.1 mg/L 以上確保することが水道法で定めら
れています。しかし近年、人口減少や節水機器の普及
などに伴う水需要の減少によって水道管路内で滞留に
よる残留塩素濃度の低下が発生し、適切な残留塩素濃
度の確保が困難となる問題が増えています。そのため、
常時排水や作業員による定期排水などの対策が行われ
ていますが、労務負荷や無収水量の増加が水道事業者の

大きな課題となっています。この課題解決に向け、当社
は定期的排水を自動で行う自動排水装置（以下、装置）を
商品化し、栗本商事株式会社にて販売を行っています。

２．概要
（1）仕様
　装置の外観を図 1 に、装置の設置例を図 2 ～図 4 に、
主な仕様を表 1 に示します。本装置は内蔵されたタイ
マー制御式電磁弁を任意の時間に動作させて、滞留水
を定期的に排水することで、経済的な水質維持を行い

図1 自動排水装置の外観
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ます。また、残留塩素濃度対策だけではなく、夏期の
水温上昇対策用としても有効に活用することができま
す。
（2）特長
1）水質維持業務の作業負荷軽減
 　作業員が現地に赴いて行う必要があった排水作業を、
装置が代わりに自動で行うため、水質維持に要してい
た労務負荷の軽減が期待できます。また、シンプルな
構造のためメンテナンスが容易で、濁質が少ない場所
であれば半年に一回程度の点検頻度で運用が可能です。

2）排水量の削減による水ロスの低減
 　水質維持に伴う排水量を削減できるため、無収水量
問題の改善につながります。
3）低コスト設計による経済性の確保
 　タイマー制御式電磁弁は外部電源を必要とせず、乾
電池 1 個で 1 年間の稼働が可能で、それ以外の消耗品
は特に必要ありません。また、コンパクトな形状かつ
IP67 相当の保護性能のため、設置場所の制約が少なく、
イニシャルおよびランニングコストを抑えた経済的な
水質維持が可能です。

図2 メータBOX（口径25�mm用）内への設置例

図3 φ500弁室内への設置例
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図4 自動排水装置の設置例

表1　自動排水装置の主な仕様

※： IP 保護等級は、電気機械器具の防塵・防水性能を表す規格で、国際電気標準会議（IEC）で定められ
（IEC 60529）、日本工業規格（JIS）でも規格化されています（JIS C 0920）。IP に続く数字の 1 桁目（IP67
の場合「6」）は外来固形物に対する保護等級、2 桁目の（同「7」）は水の侵入に対する保護等級を意味し、
IP67 は、機器内部への塵埃の侵入がなく、水面下 0.15 ～ 1 m に 30 分間水没させても浸水しない性能
を有することを表しています。

（3）運用方法
　装置の排水条件は自由に設定可能ですが、特に指定
等が無い場合、残留塩素濃度の減少速度に関する一般
的知見を利用し、装置を設置した配水管路の平均水温
や初期残留塩素濃度などの情報を用いて運用の目安と
なる排水条件を求めます。算出には専用のワークシー
トを使用することで、経済的かつ水質の安全側（残留
塩素濃度 0.2 mg/l 以上確保）を考慮した排水条件を
容易に求めることができます。本排水条件で 1 週間程
度運用した後、水質維持状況を確認の上で現地状況に

応じた排水条件となるように調整することで、より経
済的かつ安全な水質維持が期待できます。なお、残留
塩素濃度の減少速度は水温の影響を受けるため、排水
条件は高水温期（6 ～ 10 月）と低水温期でそれぞれ
求め、各水温期に応じた排水条件での運用を推奨して
います。実際に本装置を用いて、配水管路の水質維持
を行った例を図 5 に示します。

3．導入効果
　常時排水および作業員による定期排水と比較した排
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お問合せ先：栗本商事株式会社
守口事業所　給水装置部　大阪営業課　TEL：06-6995-6711
東 京 支 店　給水装置部　東京営業課　TEL：03-5781-1522

図5 自動排水装置による水質維持の例

表2　自動排水装置の導入効果の評価例

水量削減効果と経済性評価の一例を、表 2 に示します。
自動排水装置は常時排水と比較して、排水量の削減効
果が期待できます。また経済性については、初年度に
イニシャルコストの影響を受けますが、それ以降は使
用期間が長いほど最も経済的な結果となりました。

４．おわりに
　自動排水装置は、管路滞留部における水質維持を、効
率的かつ経済的に行うことができます。本装置が、管
路滞留部の水質維持に悩む水道事業者様の課題解決に
寄与できれば幸いです。


